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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第 1 四半期連結累計期間の日本経済は、雇用・所得環境の改善が続くなかで、緩やかな回復

基調が続いています。 

広告業界におきましては、東京地区のスポット広告の出稿量がおおむね順調に推移したことか

ら、前年同期を上回りました。 

このような経済状況のなか、当社グループは、テレビ放送事業はもとより、音楽出版事業やそ

の他事業においても収益確保に努め、当第 1 四半期連結累計期間の売上高は 708 億 7 千 8 百万円

（前年同期比＋0.7％）、売上原価、販売費及び一般管理費の合計が626億3千9百万円（同△3.1％）

となりました結果、営業利益は 82 億 3 千 9 百万円（同＋43.6％）となりました。また、経常利益

は 90 億 9 千 5 百万円（同＋34.1％）、親会社株主に帰属する四半期純利益は 54 億 8 千 9 百万円（同

＋31.4％）となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

 

①テレビ放送事業 

タイム収入は、アドバタイザーの宣伝活動において柔軟性と効率性を重視する動きから、固定

費削減傾向がみられました。単発番組につきましては、「サッカー・UEFA ユーロ 2016」などのセ

ールスで増収を図りましたが、レギュラー番組の減収や、前年同期の「世界フィギュアスケート

国別対抗戦2015」の反動減などにより、タイム収入合計は212億9千3百万円（前年同期比△2.8％）

となりました。 

スポット収入は、東京地区の広告出稿量が前年同期を上回ったことや、積極的にプロモーショ

ンを行ったことなどから増収となりました。業種別では「情報・通信」「家電・ＡＶ機器」「薬品・

医療用品」などが好調な一方で、「外食・各種サービス」「事務機器・事務用品」などは減収とな

りました。以上の結果、スポット収入は 270 億 4 千 7 百万円（同＋9.6％）となりました。 

また、ＢＳ・ＣＳ収入は 62 億 4 千 7 百万円（同＋1.2％）、番組販売収入は 30 億 6 千 7 百万円

（同△4.1％）、その他収入は 44 億 5 千万円（同＋3.2％）となりました。 

以上の結果、テレビ放送事業の売上高は 621 億 7 百万円（同＋3.0％）、番組制作費の減少など

により営業費用は 544 億 1 千 4 百万円（同△1.5％）となりました結果、営業利益は 76 億 9 千 3

百万円（同＋53.5％）となりました。 

 

②音楽出版事業 

前年同期に開催した「ケツメイシ」及び「湘南乃風」のコンサートツアーの反動減などにより、

音楽出版事業の売上高は 21 億 1 千 5 百万円（前年同期比△45.8％）、営業費用は 20 億 2 千 9 百

万円（同△40.3％）となりました結果、営業利益は 8 千 5 百万円（同△83.2％）となりました。 

 

③その他事業 

平成 28 年 4 月 11 日より本開局したインターネットテレビ局「ＡｂｅｍａＴＶ」向けのコンテ

ンツ提供に伴いインターネット事業が増収となったことなどにより、その他事業の売上高は 95

億 9 千 5 百万円（前年同期比＋9.2％）、営業費用は 90 億 3 千 8 百万円（同＋6.1％）となりまし

た結果、営業利益は 5 億 5 千 7 百万円（同＋110.1％）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

当第 1四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末比 53億 2千 9百万円減の 3,969 億 2

千 1 百万円となりました。これは、たな卸資産が 20 億 4 千 3 百万円増加したものの、現金及び預

金が 49億 1千 6百万円、受取手形及び売掛金が 38億 2千 3百万円減少したことなどによります。 

負債合計は、前連結会計年度末比66億 1千万円減の867億 2千 4百万円となりました。これは、

支払手形及び買掛金が 37 億 4 千万円減少したこと、未払法人税等が 18 億 1 千 1 百万円減少した

ことなどによります。また、純資産合計は、前連結会計年度末比 12 億 8 千万円増の 3,101 億 9

千 7 百万円となりました。この結果、自己資本比率は 76.9％となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

第 2 四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、平成 28 年 5 月 11 日に公表

いたしました数値に変更はありません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  1.税金費用の計算 

   税金費用については、当第 1 四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当

該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。ただし、当該見積実効税率を用いて

税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法

によっております。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  （会計方針の変更） 

   「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 26 号 平成 28

年 3 月 28 日。以下「回収可能性適用指針」という。）を当第 1 四半期連結会計期間から適用し、

繰延税金資産の回収可能性に関する会計処理の方法の一部を見直しております。 

   回収可能性適用指針の適用については、回収可能性適用指針第 49 項(4)に定める経過的な取

扱いに従っており、当第 1 四半期連結会計期間の期首時点において回収可能性適用指針第 49

項（3）①から③に該当する定めを適用した場合の繰延税金資産及び繰延税金負債の額と、前連

結会計年度末の繰延税金資産及び繰延税金負債の額との差額を、当第 1 四半期連結会計期間の

期首の利益剰余金に加算しております。 

   この結果、当第 1 四半期連結会計期間の期首において、投資その他の資産の「その他」に含

まれる繰延税金資産及び利益剰余金がそれぞれ 45 百万円増加しております。 
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(３) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

(継続企業の前提に関する注記) 

 

  該当事項はありません。 

 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記) 

 

  該当事項はありません。 

 

(セグメント情報) 

 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

 

前第１四半期連結累計期間（自 平成27年4月1日 至 平成27年6月30日） 

（単位：百万円）  

 報告セグメント 

調整額 

(注1) 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注2)  

テレビ放送

事   業

音 楽 出 版

事 業

そ の 他

事 業
計 

売上高  

 外部顧客への売上高 59,698 3,829 6,877 70,405 ― 70,405

 セグメント間の内部売上高 
577 75 1,908 2,561 △2,561 ―

 又は振替高 

 計 60,276 3,905 8,785 72,967 △2,561 70,405

セグメント利益 5,012 505 265 5,783 △45 5,737

（注）1.セグメント利益の調整額△45 百万円は、セグメント間取引消去△20 百万円、当社における子会社からの

収入 528 百万円及び全社費用△553 百万円であります。全社費用は、主に提出会社のグループ経営管理に

係る費用であります。 

      2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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当第１四半期連結累計期間（自 平成28年4月1日 至 平成28年6月30日） 

（単位：百万円）  

 報告セグメント 

調整額 

(注1) 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注2)  

テレビ放送

事   業

音 楽 出 版

事 業

そ の 他

事 業
計 

売上高  

 外部顧客への売上高 61,580 2,010 7,287 70,878 ― 70,878

 セグメント間の内部売上高 
526 104 2,307 2,939 △2,939 ―

 又は振替高 

 計 62,107 2,115 9,595 73,818 △2,939 70,878

セグメント利益 7,693 85 557 8,335 △96 8,239

（注）1.セグメント利益の調整額△96 百万円は、セグメント間取引消去△52 百万円、当社における子会社からの

収入 476 百万円及び全社費用△519 百万円であります。全社費用は、主に提出会社のグループ経営管理に

係る費用であります。 

      2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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平成29年3月期　第１四半期決算短信補足資料

１．連結損益計算書
(単位：百万円)

売上高 70,405 70,878 472 0.7% 

タイム収入 21,903 21,293 △ 609 △ 2.8% 

スポット収入 24,686 27,047 2,361 9.6% 

番組販売収入 3,064 2,934 △ 129 △ 4.2% 

ＢＳ・ＣＳ収入 6,143 6,237 93 1.5% 

その他収入 3,901 4,067 165 4.2% 

音楽出版収入 3,829 2,010 △ 1,819 △ 47.5% 

その他事業収入 6,877 7,287 410 6.0% 

営業費用 64,668 62,639 △ 2,028 △ 3.1% 

営業利益 5,737 8,239 2,501 43.6% 

売上高営業利益率 8.1% 11.6% 3.5%

営業外収益 1,071 927 △ 143 △ 13.4% 

(うち持分法による投資利益) (        205) (         63) (△ 141) (△ 69.1%)

営業外費用 28 72 43 151.4% 

経常利益 6,780 9,095 2,314 34.1% 

売上高経常利益率 9.6% 12.8% 3.2%

税金等調整前四半期純利益 6,780 9,095 2,314 34.1% 

法人税等 2,551 3,474 923 36.2% 

四半期純利益 4,228 5,620 1,391 32.9% 

非支配株主に帰属する四半期純利益 50 130 79 157.3% 

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,178 5,489 1,311 31.4% 

前年同期比28年3月期第1四半期 29年3月期第1四半期
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２.セグメント情報

(単位：百万円)

テレビ放送事業

売上高 60,276 62,107 1,830 3.0% 

タイム収入 21,903 21,293 △ 609 △ 2.8% 

スポット収入 24,686 27,047 2,361 9.6% 

番組販売収入 3,197 3,067 △ 129 △ 4.1% 

ＢＳ・ＣＳ収入 6,175 6,247 71 1.2% 

その他収入 4,314 4,450 136 3.2% 

営業費用 55,263 54,414 △ 849 △ 1.5% 

営業利益 5,012 7,693 2,680 53.5% 

音楽出版事業

売上高 3,905 2,115 △ 1,790 △ 45.8% 

営業費用 3,400 2,029 △ 1,370 △ 40.3% 

営業利益 505 85 △ 419 △ 83.2% 

その他事業

売上高 8,785 9,595 809 9.2% 

営業費用 8,520 9,038 517 6.1% 

営業利益 265 557 292 110.1% 

調整額

売上高 △ 2,561 △ 2,939 △ 377 14.7% 

営業費用 △ 2,516 △ 2,842 △ 326 13.0% 

営業利益 △ 45 △ 96 △ 50 112.0% 

  合  計

売上高 70,405 70,878 472 0.7% 

営業費用 64,668 62,639 △ 2,028 △ 3.1% 

営業利益 5,737 8,239 2,501 43.6% 

「その他事業」セグメント　売上高の明細

(単位：百万円)

インターネット収入 1,475 2,910 1,434 97.2% 

ショッピング事業収入 1,797 1,723 △ 74 △ 4.1% 

機器販売・リース料収入 880 1,327 446 50.7% 

イベント事業収入 1,649 999 △ 649 △ 39.4% 

出資映画事業収入 700 608 △ 92 △ 13.2% 

ＤＶＤ販売収入 460 236 △ 224 △ 48.7% 

その他 1,821 1,790 △ 31 △ 1.7% 

合　　　計 8,785 9,595 809 9.2% 

前年同期比

29年3月期第1四半期 前年同期比28年3月期第1四半期

28年3月期第1四半期 29年3月期第1四半期
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